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研究の概要
地域のISPが既存のインターネット体系にで
きるだけ依存せずにトラフィックを自律的に
制御する技術およびその運用手法の確立を目
指す

•PAアドレスベースでのマルチホーム
•IPv4ベースの運用ネットワークでのIPv6サービス
•マルチホームを利用した高品質・高信頼性映像伝送
•地域IP網を応用した高信頼な地域情報インフラ

研究目的
JAIST宇多（共同研究者）提唱の多重経路
型マルチホーム手法を応用して、地域に
おいて以下を安定的に導入する
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研究開発状況
研究期間(H16~H18)の最終年
度。各テーマごとに研究開発を
行い基本的な機能を確認した。

今後の予定
全体のまとめを行い、報告書を作
成する予定。

将来の展望
地域に置いては、本研究の目指す
ような小さなスケールから始めら
れるオーバレイ手法が重要になる
であろう。
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